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ルガス（Germán Vargas Lleras）副大統領は大統領選挙を見据え、2017 年 5 月に職を辞した。
しかしバルガス副大統領はサントス大統領の後継者としての色を消すために和平合意慎重派とし




















ちなみに今回の選挙では、49 の団体が新党登録を申請し、そのうち 11 団体が署名を提出、そ
                                                   
1 2005 年にウリベ大統領（当時）が 1 期に限り連続再選を可能とする憲法改正を実施したが、サントス大統
領の 2 期目の任期中に再び改正を行い、絶対再選不可とした。 
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のうち 8 団体の登録が認められた。前回大統領選挙時は登録申請を行ったのは 14 団体、署名を提





① 民主中道党（Centro Democrático） 
ウリベ元大統領を中心とする中道右派政党。開放的な経済や企業支援を基本とし、治安改善の
ための政策に重点をおく。左派ゲリラ組織のコロンビア革命軍（Fuerza Armada Revolucionaria 




③ 緑の同盟（Alianza Verde） 
とくに首都ボゴタ市でプレゼンスのある中道左派政党。政治の透明性、教育政策、多様性を重
視する。 
④ 代替民主極党（Polo Democrático Alternativo: PDA） 
複数の左派グループが集まって結成された左派政党。民主主義と国家主権の深化の達成を通じ
た政治、社会構造の転換をめざす。 





２．2018 年大統領選挙候補者と主な政策（表 1） 
 
（1） イバン・ドゥケ（Iván Duque Márquez）民主中道党候補 
ドゥケ候補が大統領選挙への出馬を明らかにしたのは 2017 年 6 月のことであった。同氏は、
ウリベ元大統領の顧問を務めたことはあったが、それまではアンデス開発公社（Corporación 
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謳うマリア＝デル＝ロサリオ・ゲラ（María del Rosario Guerra）上院議員という華々しい経歴
を有する党内候補のなかで、ドゥケ候補は当初目立たない存在であった。しかし、民主中道党の
党内候補選出プロセスとして 2017 年 11 月から 12 月にかけて実施された世論調査（世論調査の
最下位を落選とし、計 3 回の世論調査を実施）のなかで、ドゥケ候補は徐々に頭角を現していっ
た。2017 年 11 月 29 日、4 名の党内候補 2によるテレビ討論会が放送されたが、ドゥケ候補のバ










監察庁（Procuraduría General de la Nación）長官が出馬した。この予備選挙は 2018 年 3 月 11
日に実施された国会議員選挙と同時に行われ、希望者は民主中道党員に限らず誰でも投票用紙を
求めさえすれば投票できるというものであった。1 位となった候補が大統領候補、２位となった
候補が副大統領候補となるというルールを公表し、3 月 11 日に臨んだ。 
                                                   
2 世論調査で落選したゲラ上院議員を除く 4 名。 
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（2）グスタボ・ペトロ（Gustavo Petro Urrego）「ペトロを大統領に」（Petro Presidente）（「思




1990 年には学生を中心に新憲法の制定を求める「7 枚目の投票用紙」（séptima papeleta）と呼ば
れる運動が起こった。これは、1991 年に実施される上院議員、下院議員、地方議会議員、地方行
政会議（Juntas Administradoras Locales: JAL）議員、市議会議員、市長の選挙に加え、制憲議
会の招集による憲法改正（新憲法の制定）を国民に問う投票を実施することを呼びかけた。市民
参加の拡大をねらった憲法改正を推進するグループのなかに、武装解除し「4 月 19 日民主同盟」
（Alianza Democrática M-19: AD-M19）として国政に参加するようになった非合法武装組織「4














（3）セルヒオ・ファハルド（Sergio Fajardo Valderrama）「コロンビア同盟」（Coalición Colombia）









った。ファハルドは 2017 年 12 月に自身の政治団体「市民の約束」（Compromiso Ciudadano）
の政党登録を行い、中道左派で緑の党を前身とする緑の同盟および左派の PDA 党との統一候補
となることを模索した。政治的しがらみをもたないクリーンな独立系候補としてのイメージから、
選挙戦をリードして 3 月 11 日の予備選挙を迎えた。 


















2018 年 3 月 11 日に国会議員選挙と同時に実施された予備選挙の結果、中道右派の予備選挙
ではドゥケ候補が、左派の予備選挙ではペトロ候補が 1 位を獲得し、それぞれ民主中道党候補、
「ペトロを大統領に」候補として大統領選挙に出馬することが決定した。この時の中道右派予備
選挙には約 613 万票が投じられ、ドゥケ候補は約 404 万票（67.76%）を獲得した。一方、左派
予備選挙には約 353 万票が投じられ、ペトロ候補は約 285 万票（84.70%）を獲得した。今次選
挙における有権者人口は約 3650 万人であり、自由投票制のコロンビアにおける過去数回の大統
領選挙の投票率は 40%台であったものの、3 月 11 日の国会議員選挙での投票率は上院が 48.82%
（約 1782 万票）、下院 48.97%（約 1787 万票）であったことから、大統領選挙の投票率を 50%
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（2）第一回投票 
3 月 11 日の予備選挙の結果を受け、実質的な選挙戦は①ドゥケ民主中道党候補、②ペトロ「ペ
トロを大統領に」候補、③ファハルド「コロンビア同盟」候補、④バルガス「#バルガス・ジェ
ラスの方がいいね」候補および⑤デ＝ラ＝カジェ（Humberto de la Calle Lombana）「自由党・








が成り立っていた。また、ペトロ候補も 27%前後で 2 番手の位置を維持した。一方、2018 年初
めまでトップを走っていたファハルド候補は 16%前後で 3 位、当初は強い政治基盤により有利












































                                                   




























2016 年 11 月 24 日に最終合意の署名を行った FARC との和平プロセスは、合意の法的枠組み
を整備するため、「和平合意事項実施のための立法手続き・憲法改正手続きの迅速化を可能とす
る法律（通称：「ファスト・トラック」）の可決により加速すると考えられていた。しかし、大統
領選挙が動き始めた 2017 年後半は、11 月下旬になっても同月 30 日に時間切れとなる「ファス
ト・トラック」で可決させなければならない和平特別司法制度（Justicia Especial para la Paz: 
JEP）実施法案は国会での審議を終えることができず、可決されても憲法裁判所での審査が必要
になることから、和平合意の履行にかかる法的保証が付与できるかどうかが不透明な状況であっ
た。和平特別司法制度が始動しなければ、元 FARC 兵の再統合の障害となるだけでなく、元 FARC































出馬したロハス元大統領（Gustavo Rojas Pinilla。1953～57 年在任。）であった。ロハスは、1970
年の大統領選挙では 38.71%得票したが［DANE 1972］、対抗馬に惜敗した。2006 年大統領選挙
では、カルロス・ガビリア（Carlos Gaviria）代替民主極党（Polo Democrático Alternativo: PDA）
候補が 22.02%を獲得するも、ウリベ元大統領が 62.35%を獲得し、決選投票は実施されなかった。











                                                   
5 Registraduría Nacional del Estado Civil (https://www.registraduria.gov.co, 2018 年 11 月 10 日アクセス) 
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アマソナス 賛成 39.0% 32.5% 14.8% 50.4% 47.2%
アトランティコ 賛成 27.2% 38.5% 9.9% 42.8% 55.0%
ボゴタ市 賛成 26.8% 29.9% 33.8% 41.0% 53.4%
ボリーバル 賛成 40.6% 38.3% 8.8% 51.2% 46.9%
ボヤカ 賛成 40.8% 22.2% 26.8% 54.8% 41.5%
カウカ 賛成 22.8% 49.2% 13.0% 32.2% 65.0%
セサル 賛成 43.6% 35.9% 7.4% 54.2% 43.6%
チョコ 賛成 26.1% 43.0% 3.3% 39.2% 58.8%
在外 賛成 54.7% 12.3% 26.5% 69.9% 26.9%
コルドバ 賛成 38.7% 42.3% 3.8% 50.2% 48.3%
グアイニア 賛成 40.9% 22.5% 12.9% 57.1% 39.8%
グアビアレ 賛成 46.1% 23.1% 15.5% 58.4% 36.4%
ラ・グアヒーラ 賛成 38.5% 43.1% 5.2% 49.9% 48.5%
マグダレナ 賛成 38.2% 34.0% 6.7% 51.8% 46.2%
ナリーニョ 賛成 26.1% 46.3% 13.7% 33.5% 63.9%
プトゥマヨ 賛成 22.8% 59.7% 9.7% 27.9% 69.6%
サン・アンドレス 賛成 44.7% 18.6% 15.6% 61.2% 34.8%
スクレ 賛成 37.0% 44.2% 3.5% 48.3% 50.4%
バジェ・デル・カウカ 賛成 30.0% 27.8% 28.6% 43.7% 51.8%
バウペス 賛成 15.1% 37.5% 8.2% 38.8% 59.6%
ビチャーダ 賛成 53.7% 20.6% 9.6% 63.9% 33.3%
アンティオキア 反対 53.1% 9.3% 28.4% 72.5% 22.0%
アラウカ 反対 56.7% 20.5% 13.8% 64.9% 31.5%
カルダス 反対 42.9% 7.8% 36.4% 65.7% 28.1%
カケタ 反対 52.2% 23.1% 16.3% 62.2% 33.9%
カサナレ 反対 60.3% 13.0% 21.4% 72.8% 23.6%
クンディナマルカ 反対 40.1% 20.0% 27.7% 56.5% 38.8%
ウィラ 反対 53.5% 21.2% 17.3% 64.7% 32.0%
メタ 反対 49.4% 17.7% 23.8% 64.0% 31.9%
ノルテ・デ・サンタンデール 反対 61.0% 9.2% 16.5% 77.9% 18.0%
キンディオ 反対 41.9% 11.7% 37.6% 62.8% 31.2%
リサラルダ 反対 40.4% 12.5% 38.0% 61.6% 32.7%
サンタンデール 反対 44.4% 17.3% 27.4% 60.3% 35.2%
トリマ 反対 49.6% 16.7% 20.6% 65.9% 30.3%
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候補のフォロワーが 34 万人、4 位のバルガス候補のフォロワーが 78 万人であるのに対し、2 位











内に流入してきている。2018 年 6 月から 9 月の正規の入国者、コロンビア国内に居住する滞在
合法化プロセス対象者および非合法移民の合計は 16 万 1923 人に上る 7。第一回投票の直前に開
                                                   
6 Twitter (https://twitter.com，2018 年 5 月 24 日アクセス). 
7 ”Infografía General Dinámica Migratoria Colombia-Venezuela 1er Semestre 2018”  
(http://migracioncolombia.gov.co/index.php/es/prensa/infografias/infografias-2018/7923-infografia-general ， 
2018 年 10 月 31 日アクセス). 
 ”Todo lo que quiere saber sobre la migración venezolana y no se lo han contado” 
 (http://migracioncolombia.gov.co/index.php/es/prensa/infografias/infografias-2018/8693-migracion-
venezolana，2018 年 10 月 31 日アクセス). 
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2018 年 8 月 7 日、時折り冷たい小雨と強風が吹き荒れるなか、ドゥケ大統領が就任した。これ
から新大統領が直面するさまざまな困難を象徴するかのようであった。ドゥケ大統領は就任演説
において、あらゆる分野での国民の融和を訴えかけた。 
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